
別紙4

介護ロボット導入効果報 告 書（その1）

法人名 （株式会社豊田ほっとかん）

事業所名（有料老人ホーム豊田ほっとかん）

サービス種別 （特定施設入居者生活介護）

(注） 介護ロボット毎に作成すること。

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

見守り支援 見守り介護ロボット 32ms/アアムス

導入時期 導入台(セット)数 購入日 リースの契約期間

令和元年11月22日 5台 令和元年10月30日
令和年月 日から

令和年月 日まで

【介護ロボットの使用状況】

夜間(18時～翌7時）の時間帯で使用している。

認知症にてトイレの場所がわからない入居者や、歩行不安定のため転倒リスクが高い入居者

のベッドに設置し、パソコンで睡眠の状況を確認する。ナースコールシステムと連動させて、

利用者のバイタル反応の異変があった場合や利用者の離床状況を把握している。センサーが発

報した場合に部屋を訪問し、確認をする。

【介護ロボットの導入効果】

ベッド上での「深い睡眠、浅い睡眠、覚醒、離床」が分かるので、スタッフの少ない夜間で

も、 利用者の状況に合わせた介護できる。覚醒や浅い睡眠の時に介護することで、入居者の睡

眠の妨げにならないようにしている。

職員の精神的負担が減り、効率的な業務になっている。ご家族への報告や、職員間での情報

共有に役立っている。サービスの改善や体調変化の気づきになっている。

看取りの利用者に対する活用では、心拍数や呼吸数を把握できる機能などを活用し、利用者

の状態を把握できる。看取りの利用者の状況を把握することで、職員の精神的な安心感や、夜

勤者の心の持ち方に良い影響がある。

導入から2年目ということで、職員も上手く活用できており、特に重い介護状態の入居者に

対しては、職員の安心感及び適切な訪室対応に役立っている。
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別添1 （介護ロボット用）

介護ロボット導入効果報告書（その1）

法人名

事業所名

サービス種別

（社会福祉法人八起社

(特別養護老人ホーム東和荘

(特別養護老人ホーム

ｊ
ｊ
ｊ

（注）

･導入する介唖ロボットごとに作成すること。

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

見守りベッド 見守りケアシステムM2

導入時期 導入台(セット)数 購入日 リースの契約期間

令和元年11月30

日
5台 令和元年11月30日

令和年月 日から

令和年月 日まで

【介護ロボットの使用状況】

｢見守りケアシステムM2」を認知症状の多いフロアに全台設置。

従来の足元センサーでは、見守り範囲が狭く、それを避けるように移動しようとする行為あ

るため、通常の立ち上がりにふらつく、マットを避けてふらつく恐れがある方への見守りをす

る上で、見守りケアシステムM2 (センサーベッド）の活用は非常に有効である。

入所者によって、足元センサー・離床センサーに不快感・拘束感があり、配線を引き出し取

り外す行為もあった。そういった行動による転倒の危険もあるため、転倒予防のため設置を行
っている。

【介護ロボットの導入効果】

従来の足元センサーを踏んで立ち上がる際、足元が安定しないことによるふらつきなど

も減少し、そういった恐れのある入所者に優先的にベッドを配置する方式になっている。ま

た、コードの引っ張り出し触ったりする行為もなく、落ち着いた生活に一役を担っている。

入所者の特性に合わせて、起き上がり、立ち上がり、長時間の片側での座位保持の見守りが

出来るため、入所者の生活リズムに合わせて、対応方法を変え、柔軟な見守りケアシステムを

構築している。今年度、ナースコールを更新し、より視認性･連動性・スムーズな対応が行え
ることをを確認している
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別添1 （介護ロボット用）

介護ロボット導入効果報告書（その1）

法人名

事業所名

サービス種別

（社会福祉法人葆光会 ）

(特別養護老人ホーム藤美苑）

（介護老人福祉施設 ）

（注）

･導入する介護ロボットごとに作成すること。

適用を受けた補助率 1／2

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

見守り支援
見守りケアシステムM2 (FBR-N135W1/M2)フランスベッド

導入時期 導入台(セット)数 購入日 リースの契約期間

令和1年11月21

日
8台

令和1年11月21

日

令和年月 日から

令和年月 日まで

【介護ロボットの使用状況】

従来のベッド上センサーと床マットセンサー使用対象のご利用者様に使用している。

今回の介護ロボットには4つのモード（動き出し、起き上がり、端座位、離床）が搭載されて

いる為、利用者様のADLに合わせて11人の利用者様を対象に常時使用している。

【介護ロボットの導入効果】

(介護時間の短縮、直接・間接の軽減効果、介護従事者（利用者）の満足度等）

･ベッド上センサーを使用していた利用者様に関してはこれまでは誤作動も多く、誤作動によ

る無駄な訪室が減り時間の短縮に繋がった。また、職員が訪室することによって利用者様が

覚醒してしまい持続睡眠の妨げになることもなくなった。

･4段階のモード（動き出し、起き上がり、端座位、離床）それぞれに3段階の感度が決めら

れる為、様々な状態の利用者のシチュエーションほぼ全てに対応できておりケアプランも立

て易くなった。

･センサーコードによる事故のリスクが無くなった。コードの管理も必要無くなった為職員の

介護時間の短縮に繋がった。

･職員の過度な訪室や見守りが減少し精神的負担が減った
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別添1 （介護ロボット用）

介護ロボット導入効果報告書（その1）

法人名 （社会福祉法人葆光会 ）

事業所名 （特別養護老人ホーム藤美苑）

サービス種別（短期入所生活介護 ）

（注）

･導入する介護ロボットごとに作成すること。

適用を受けた補助率 1／2

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

見守り支援
見守りケアシステムM2 (FBR-N135W1/M2)フランスベッド

導入時期 導入台(セット)数 購入日 リースの契約期間

令和1年l1月ユ|昼 1台
令和1年11月21

日

令和年月 日から

令和年月 日まで

【介護ロボットの使用状況】

従来のベッド上センサーと床マットセンサー使用対象のご利用者様に使用している。

今回の介護ロボットには4つのモード（動き出し、起き上がり、端座位、離床）が搭載されて

いる為、利用者様のADLに合わせて1人の利用者様を対象に常時使用している。

【介護ロボットの導入効果】

(介護時間の短縮、直接・間接の軽減効果、介護従事者（利用者）の満足度等）

･ベッド上センサーを使用していた利用者様に関してはこれまでは誤作動も多く、誤作動によ

る無駄な訪室が減り時間の短縮に繋がった。また、職員が訪室することによって利用者様が

覚醒してしまい持続睡眠の妨げになることもなくなった。

･4段階のモード（動き出し、起き上がり、端座位、離床）それぞれに3段階の感度が決めら

れる為、様々な状態の利用者のシチュエーションほぼ全てに対応できておりケアプランも立
て易くなった。

･センサーコードによる事故のリスクが無くなった。コードの管理も必要無くなった為職員の
介護時間の短縮に繋がった。

･職員の過度な訪室や見守りが減少し精神的負担が減った
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別添1 （介護ロボット用）

介護ロボット導入効果報告書（その1）

法人名

事業所名

サービス種別

（社会福祉法人華陽会）

(サービスネットワーク南陽）

（ 介護老人福祉施設 ）

(注）

･導入する介襲ロボットごとに作成すること。

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

見守り支援
見守りケアシステムM2

導入時期 導入台(セット)数 購入日 リースの契約期間

令和1年10月 9日 2台 令和1年11月29日
令和年月 日から

令和年月 日まで

【介護ロボットの使用状況】

･見守りケアシステムM2 (センサー内蔵ベッド）導入以前はセンサーマットで対応していた

が、離床見守りケアシステムM2 (センサー内蔵ベッド）を導入した事で利用者の離床までの

予測時間や身体状況に応じて俳桐、転倒、転落防止に役立てている。また、低床に設定できる

ことで端座位の安定を図ることができ、万一ベッドから転落したときでも身体にかかる衝撃を

軽減することができます。立位の状態も安定しやすくなった。

1．見守りケアシステムM2 (センサー内蔵ベッド）使用者の選定

(転倒､,ベッドから転落リスクの高い方を対象に使用）

2．見守りケアシステムM2 (センサー内蔵ベッド）使用者の導入後の評価・検証を実施

3．転倒、転落リスクが高い利用者を検討し、事故リスクの高い利用者を優先して使用できる

ように検討しベッドの変更を行う

【介護ロボットの導入効果】

･以前まで利用者の夜間覚醒に気づくことに遅れてベッドから転落することがあったが、

見守りケアシステムM2の導入前後を比較すると利用者の動きに合わせて通知モードを設定

(動き出し、起き上がり、端坐位等）しているため、状況把握がしやすく転倒・転落事故が減

少している。また、職員の心理的な不安や負担の軽減にも繋がっている。

・見守りケアシステムM2の導入によって、職員に対して利用者の行動を観察するように意識

付けることができ、ヒヤリハットや事故報告書等の分析に注力できるようになった。

・従来使用していた離床センサーより誤作動は少なく職員の過度な訪室が減少し精神的負担が
軽減している。
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別添1 （介護ロボット用）

介護ロボット導入効果報
生
ロ 書（その1）

法人名 （社会福祉法人あぐりす実の会）

事業所名 （高齢福祉施設大地の丘 ）

サービス種別（介護老人福祉施設 ）

イ

I

(注） 介護ロボット毎に作成すること。

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

見守り
ノ

見守りシステムNeos+Care
〆

導入時期 導入台(セット)数 購入日 リースの契約期間

令和元年12月20日 10台

〃

令和元年12月20日
年 月 日から

年 月 日まで

【介護ロボットの使用状況】

･入居者の生活リズムの把握。

･訪圭のタイミングの状況把握

･睡眠状況の確認

･覚醒時の声掛けなどの介護タイミング利用

･睡眠状況を把握し、眠りに妨げにならないよう、訪室しおむつ交換を実施する。

･入眠状況の把握。

【介護ロボットの導入効果】

･入所者の生活リズムの把握ができ、 リアルタイムで睡眠状況が把握できる。

･入所者の睡眠状況の把握化でき入所者の睡眠を妨げが無い。

･職員の過度な訪室が減少し、入所者様の睡眠確保と、職員の精神的負担が軽減された。

･転倒の回数が減った。

･入眠状況が把握でき、ご家族様にも報告ができた。
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別添l (介護ロボット用）

介護ロボット導入効果報
生
ロ 書（その1）

法人名 （社会福祉法人あぐりす実の会）

事業所名 （高齢福祉施設大地の丘 ）

サービス種別（短期入所生活介護

(注） 介護ロボット毎に作成すること。

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

見守り 見守りシステムNeos+Care

導入時期 導入台(セット)数 購入日 リースの契約期間

令和元年12月20日 1台 令和元年12月20日
年 月 日から

年 月 日まで

【介護ロボットの使用状況】

･入居者の生活リズムの把握。

･訪室のタイミングの状況把握

･睡眠状況の確認

･覚醒時の声掛けなどの介護タイミング利用

･睡眠状況を把握し、眠りに妨げにならないよう、訪室しおむつ交換を実施。

･入眠状況の把握。

【介護ロボットの導入効果】

･入所者の生活リズムの把握ができ、 リアルタイムで睡眠状況が把握できる。

･入所者の睡眠状況の把握化でき入所者の睡眠を妨げが無い。

･職員の過度な訪室が減少し、入所者様の睡眠確保と、職員の精神的負担が軽減された。

･転倒の回数が減った。

･入眠状況が把握でき、ご家族様にも報告ができた。
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 別添１（介護ロボット用） 

介 護 ロ ボ ッ ト 導 入 効 果 報 告 書（その１） 

 

法人名   （社会福祉法人貞徳会  ） 

事業所名  （ショートステイ川名山荘） 

サービス種別（短期入所生活介護   ） 

（注） 

・導入する介護ロボットごとに作成すること。 

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名 

見守り支援システム 眠りＳＣＡＮ（パラマウントベッド株式会社） 

導入時期 導入台(セット)数 購入日 リースの契約期間 

令和元年 10月 11 日 1 台 令和元年 10月 11 日 
令和 年 月 日から 

令和 年 月 日まで 

【介護ロボットの使用状況】 

 

・施設（特別養護老人ホーム・ショートステイサービス）内で整備した眠りＳＣＡＮは、全 23

台で各ユニットに 2 台以上を配置して活用している。 

 

＜活用方法＞ 

・睡眠状況を把握し、日中の活動意欲を高め、睡眠の質を良くする。 

・睡眠状況を把握し、眠りの妨げにならないよう、訪室及びおむつ交換を実施する。 

・睡眠状況を把握し、朝の起床時間を適切な時間に促す。 

・心拍数や呼吸状態を把握し、体調の変化を観察及び記録する。 

・看取り介護時に使用し、睡眠状況・心拍数・呼吸状態等のデータに基づいた対応を行う。 

・離床センサーとして活用し、転倒の危険性を察知し、事故予防に活用する。 

  

【介護ロボットの導入効果】 

 

・利用者様の日中の活動意欲を引き出す支援を検討するようになった。 

・利用者様の安眠が保てるようになった。 

・職員の過度な訪室が減少し、身体的・精神的負担が減少した。 

・夜間の適切なおむつ交換に努め、皮膚トラブルが減少した。 

・呼吸や心拍数の状況から、痰がらみ・肺炎・除脈等の変化を把握できるようなった。 

・看取り介護時、冷静な対応をとることができた。 

・転倒の回数が減少した。  
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別紙4

介護ロボット導入効果報
生
巨 書（その1）

法人名 （社会福祉法人カリヨン福祉会 ）

事業所名（特別養護老人ホームカリヨンの郷）

サービス種別（介護老人福祉施設 ）

(注） 介護ロボット毎に作成すること。

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

見守りベッド

見守りケアシステムM2

ベッドに内臓されたセンサーにより、ベッド上の利用者

の動きを判断し、見守りが必要な利用者の動きに合わせ

て自動で感知し、ナースコールに発報する。

導入時期 導入台(セット)数 購入日 リースの契約期間

令和元年10月30日 6台 令和元年10月30日
年 月 日から

年 月 日まで

【介護ロボットの使用状況】

ロボット型ベッドの使用効果についての表を作成、センサー効果・改善（誤報の有無）夜間

の転倒リスクの軽減・利用者の状況把握に関する事を、具体的に記入できるチェック表にし、

毎日行っている。

【介護ロボットの導入効果】

ベッドからどの位置で利用者が転倒への危険性が高くなるかを観察した時、単独のセンサー

では誤報や電源の入れ忘れ、利用者が床センサーを跨いでしまってコール反応が起きないなど

の現象があった。このことから、介護側のストレスも大きくなっていた。今回導入した見守り

ベッドは、ベッド上で利用者の動きに合わせて自動感知し、また、見守りを同時に行ってくれ

る事で、職員の気持ちにも余裕が持てるようになった。特に夜間は職員数が少なくなるが、介

護ロボットを導入したことで転倒リスクの危険性も減少し、誤報も報告されていない。

当施設では見守りケアシステムの有用性を評価して毎年数台ずつ導入を進めているが、ソフ

卜・ハード面とも年々アップデートされており、互換性を保ちながらもより使いやすい仕組み

が提供されている。
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別紙4

介護ロボット導入効果報 告書 (その1）

法人名 （株式会社碧介護サービス）

事業所名 （介護付有料老人ホームみどりの家）

サービス種別（地域密着型特定施設入居者生活介護）

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

見守り
見守り介護ロボット aams

導入時期 導入台(セット)数 購入日 リースの契約期間

令和元年10月

25日
3台

令和元年10月

25日

令和年月 日から

令和年月 日まで

【介護ロボットの使用状況】

看取り対象者となった方を中心に使用している他、引き続き転倒リスクの高い方や自身でナー

スコールを使用することが困難な方に使用している。また、新規入居者様に対し、行動パター
ンを把握するために使用することもある。

※使用時はご入居者様．ご家族様へ、介護ロボットの使用効果・目的をご説明した上で使用し
ている。

【介護ロボットの導入効果】

･看取り対象者への使用ではリアルタイムで心拍・呼吸の状態がモニターで確認できるため、

スタッフ、特に夜勤者の安心感や負担軽減に繋がっている。また、ご家族様に対し、最期の時
が近づいていることも的確に情報提供することができている。

･新規入居者様の使用では、行動パターンを把握することで、事故等を未然に防いだり、訪室
のタイミングを把握することができている。
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別添1 (介謹ロボット用）

介護ロボット導入効果報告書（その1）

法人名 （社会福祉法人東海

事業所名 （特別養護老人ホーム東海の里

サービス種別（ 介護老人福祉施設

ｊ
ｊ
ｊ

(注）

･導入する介痩ロボットごとに作成すること。

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

見守り支援機器 Neos+Care ネオスケア

導入時期 導入台(セット)数 購入日 リースの契約期間

令和元年9月30

日
10台

令和元年9月30

日

年 月 日から

年 月 日まで

【介護ロボットの使用状況】

導入したロボットがどのような特徴があり、介護業務に対する効果や、使用する際のルール

を、介謹職員一人ひとりが把握したうえで、導入における目的を達成するため使用している。

1階5台及び2階5台の合計10台が稼働中であり、新規入所者や、ベッドから転落するリヌ

クが高く見守りが必要な利用者様に使用をしています。

施設入所者100名に対しネオスケアは10台となる為、どの方に見守りが必要なくても大丈

夫なのか検討を行いながら使用者の決定を行っている。

新たに使用する部屋ではネオスケアの機械の設置をすることが必要なため､職員が設置の作昇

を行っている。

当施設は、従来型特別養護老人ホームで2フロアである。

【介護ロボットの導入効果】

センサーベッドとは違い、コールが鳴った時点で、介護職員が持ち歩いているスマートフォ

ンの画面で、居室にいる利用者様の映像を通して、訪室する必要性の有無を判断することが出

来るため、介護の時間労力の軽減はされていると思われる。

施設内はWi-Fiの整備によりコールのたびに、介護職員室までもどることなく、コール

の対象者や状態を把握することができるため、移動時間などで時間をロスすることが少なくな

った ◎

10台のネオスケア導入のため、使用者の変更に伴い、本体を移動して設置するための移動

設置の作業が増えてしまう。

清掃によりベッドのずれなどが原因でセンサーのずれが発生し誤作動を起こすこともある為

定期的に再度設定を行う必要がある。

見守り支援機ネオスケアを使用することにより、利用者の生活リズムが把握できた。
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別添1 （介護ロボット用）

介護ロボット導入効果報告書（その1）

法人名

事業所名

サービス種別

（ 有限会社みふねの家）

（ グループホームあさがお）

(認知症対応型共同生活介護）

(注）

･導入する介護ロボットごとに作成すること。

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

見守り支援
aams/アアムス

導入時期 導入台(セット)数 購入日 リースの契約期間

令和1年11月5日 1台 令和1年9月12日
令和年月 日から

令和年月 日まで

【介護ロボットの使用状況】

前回から状況に変化なく昼夜逆転や排せつ障がいのあるご利用者様を選定し居室で常時使用

を継続しています。

夜間帯､早朝等職員の見守りが手薄になりやすい時間帯で必要に応じて離床アラーム機能も便

用し転倒・転落の予防に使用している。

【介護ロボットの導入効果】

職員の精神的負担減少につながるとともに､利用者様の状態把握が可視化でき職員の効率的な

業務に役立っている。
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別添1 （介護ロボット用）

介護ロボット導入効果報告書（その1）

法人名 （社会福祉法人昭徳会 ）

事業所名 （特別養護老人ホーム小原安立）

サービス種別（ 介護老人福祉施設 ）

（注）

・導入する介謹ロボットごとに作成すること。

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

介護業務支援 見守りライフ

導入時期 導入台(セット)数 購入日 リースの契約期間

令和元年9月19日 8 令和年月 日
令和元年9月19日から

令和4年9月18日まで

【介護ロボットの使用状況】

･夜間に見守りが必要な入居者や、看取り対応の入居者に使用している。

【介護ロボットの導入効果】

･夜勤者の精神的な負担軽減に役立っている。
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別紙4

介護ロボット導入効果報
全
目 書（その1）

法人名 （セキスイオアシス(株）

事業所名 （オアシスセンター

サービス種別（小規模多機能型居宅介護

ｊ
ｊ
ｊ

(注） 介護ロボット毎に作成すること。

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

見守り支援 センシングウェーブ(凸版印刷製）

導入時期 導入台(セット)数 購入日 リースの契約期間

令和元年11月25日 2台 令和元年10月1日
令和年月 日から

令和年月 日まで

【介護ロボットの使用状況】

小規模多機能の宿泊用のベッド2ヶ所に設置。

特に階を跨ぐ際の宿泊対応の時は常駐しない側の階、または歩行不安の利用者様を優先。

夜勤者の使用するPCに画面表示をすると共に、利用者様に応じたアラートを設定し

常時持ち歩いている携帯電話に送信する。

全員の設定として心拍数と呼吸回数を決め、利用者様ごとに変更するものとして、

離床、覚醒、入眠を設定。

【介護ロボットの導入効果】

離床から通知まで若干のタイムラグがあるため、離床センサーとしての役割というより、

入眠、覚醒を検知して予測して対応できること、睡眠のパターンを可視化することができた。
また、心拍数と呼吸を測ることができ、アラートを出せるため、夜勤者の心理的な

不安をやわらげる効果があった。
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別添1 （介護ロボット用）

介護ロボット導入効果報告書（その1）

（ 社会福祉法人慈雲福祉会）

(特別養護老人ホームコムネックスみづほ）

（ 指定介護老人福祉施設）

法人名

事業所名

サービス種別

(注）

･導入する介謹ロボットごとに作成すること。

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

見守り支援 次世代予測型見守りシステムNeos+Care (ネオスケア）

導入時期 導入台(セット)数 購入日 リースの契約期間

令和元年11月21日 4 令和元年11月21日
令和年月 日から

令和年月 日まで

【介護ロボットの使用状況】

ベッド位置が確認できる壁に装着し、各入所者の身体状況、認知状況に合わせた必要サイン

(起き上がり、端座位、柵越え、離床、ずり落ち、 うずくまり、転倒、入室、退室）を設定。

携帯端末をもって終日業務を行う。訪室回数を減らし、サイン通知があった際は、端末で室内状

況を確認（シルエット） 。訪室の必要がない状況であれば端末上で確認を終える。

転倒事故等のアクシデントが起きた際は、報告書作成時にアクシデント前後の録画された状況を

確認し、要因分析する。再発防止対策として、本人の能力に合わせた動線の確認、環境の整備を

行う 。

【介護ロボットの導入効果】

･無駄な訪室回数を減らし、端末・卓上モニターにて状態の確認を行うことができる。その事に

よって、入所者の睡眠の質の向上、夜間介護従事者の巡回回数の減少等負担軽減につながって

いる 。

･シルエットで確認されている為、端末へのサイン通知がスピーディであり、以前に比べ大きな

事故に発展する前に、本人の意向に応じたケアを提供する事ができる。

･事故発生時の状況を録画されているデータで後からしっかり確認できることで、 リアルな要

因分析が可能となった。それに伴い、根拠に基づいた環境整備や必要なリハビリの検討が実施

しやすい。
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別添1 （介護ロボット用）

介護ロボット導入効果報告書（その1）

法人名 （ 社会福祉法人慈雲福祉会

事業所名 （ 特別養護老人ﾎｰﾑｱﾙﾒソﾝみつほ

サービス種別．（ 介護老人福祉施設

ｊ
ｊ
ｊ

(注）

･導入する介謹ロボットごとに作成すること。

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

見守り支援 次世代型見守りシステムNeos+Care

導入時期 導入台(セット)数 購入日 リースの契約期間

令和元年11月21日 10台 令和元年11月21日
令和年月 日から

令和年月 日まで

【介護ロボットの使用状況】

一部のユニットを中心に設置。

ベッド位置が確認できる壁に設置。

入所者の身体状況に合わせ、起き上がり ・端座位・離床・入室・退室などそれぞれ必要なサ

インを確認できるように設定。専用のタブレット ・iPhoneで夜間待機を行っている。

夜間の巡回を減らし、必要時は端末上で室内の状況を確認。

事故発生時などアクシデントが起きた際は、報告書作成時に録画された状況を確認し、要因

分析する。対策が本人目線で行え、能力や動線・行動把握に役立ち、環境整備を行うことに活

用。

【介護ロボットの導入効果】

無駄な訪室を減らし、タブレット・ iPhoneにて状態を確認することができる。

これにより入所者の睡眠の質の向上、夜間介談従事者の巡回回数軽減につながる。

事故発生時の状況を録画データチェックを行うことで、リアルな要因分析が可能。

入所者の目線・動線で行動を把握し、個々に合わせた環境整備や必要に応じて昼間の活動の

見直しやリハビリの検討が行いやすくなった。
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別添1 （介護ロボット用）

介護ロボット導入効果報告書（その1）

法人名

事業所名

サービス種別

く
く
く

社会福祉法人慈雲福祉会 ）

アルメゾンみつほシヨ.-トステイ事業所）

短期入所生活介護 ）

(注）

･導入する介護ロボットごとに作成すること。

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

見守り支援 次世代型見守りシステムNeos+Care

導入時期 導入台(セット)数 購入日 リースの契約期間

令和元年11月21日 1台 令和元年11月21日
令和年月 日から

令和年月 日まで

【介護ロボットの使用状況】

ベッド位置が確認できる壁に設置。

入所者の身体状況に合わせ、起き上がり ・端座位・離床・入室・退室などそれぞれ必要なサ

インを確認できるように設定。専用のタブレット・ iPhoneで夜間待機を行っている。

夜間の巡回を減らし、必要時は端末上で室内の状況を確認。

事故発生時などアクシデントが起きた際は、報告書作成時に録画された状況を確認し、要因

分析する。対策が本人目線で行え、能力や動線・行動把握に役立ち、環境整備を行うことに活

用 。

【介護ロボットの導入効果】

無駄な訪室を減らし、タブレット ･ iPhoneにて状態を確認することができる。

これにより入所者の睡眠の質の向上、夜間介護従事者の巡回回数軽減につながる。

事故発生時の状況を録画データチェックを行うことで、 リアルな要因分析が可能。

入所者の目線・動線で行動を把握し、個々に合わせた環境整備や必要に応じて昼間の活動の

見直しやリハビリの検討が行いやすくなった。
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別添1 （介護ロボット用）

介護ロボット導入効果報告書（その1）

法人名 （社会福祉法人清明福祉会

事業所名 （特別養護老人ホーム建国ビハーラ

サービス種別（介護老人福祉施設

ｊ
ｊ
ｊ

（注）

・導入する介護ロボットごとに作成すること。

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

見守りベッド 見守りケアシステムM2

導入時期 導入台(セット)数 購入日 リースの契約期間

令和元年9月1日 2台 令和元年9月1日
令和年月 日から

令和年月 日まで

【介護ロボットの使用状況】

･センサーベッド導入以前から使用しているセンサーマットとセンサーベッドを併用し、使用 。

転倒、転落リスクが高い方等の状態に合わせてセンサーマット、センサーベッドを使い分け、事

故防止に努めている。

1．センサーベッド使用者の選定。

(ベッドからの転落、転倒リスクが高い方や新規入所で俳個が見られる方等を選定。 ）

2．定期的にセンサーベッド使用者の導入後の評価と見直し、検証を実施。

(ヒヤリハットや事故報告等を分析。再検証し、随時、センサーベッド使用者の見直し

を実施。）

【介護ロボットの導入効果】

･センサーの通知モードを細かく設定（動き出し、起き上がり、端座位、離床）出来る為、

各入所者の動きに合わせて対応。早期に対応出来、ベッド周囲での事故は減少している。

･センサーベッドとナースコール、 PHSが連動している為、職員が迅速に対応出来、事故

予防に繋がっている。

｡常に見守りをしなくても入所者の動作が確認出来る為、職員配置の少ない夜間帯等、職員

の精神的負担や身体的負担の軽減に繋がっている。
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